


②町報とうこう

八
十
年
代
の
展
望

町
　
長

　
輝
か
し
い
昭
和
五
十
五
年
を
迎
え
謹

ん
で
新
年
の
お
よ
ろ
こ
び
を
申
し
あ
げ

ま
す
。
新
し
い
年
は
八
十
年
代
の
夜
明

け
で
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
時
以
は
第

二
次
オ
イ
ル
ノ
ヨ
ソ
ク
以
降
の
推
移
か

ら
我
町
を
と
り
ま
く
社
会
経
済
状
勢
は

ま
こ
と
に
厳
し
い
も
の
に
な
り
そ
う
で

す
。
私
は
昨
年
の
選
挙
で
無
拶
票
当
選

と
い
う
光
栄
を
担
っ
て
、
前
回
に
引
続

い
て
二
期
目
の
町
制
を
託
さ
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
感
激
を
心
に
刻
み
、
町
議
会

を
始
め
、
町
民
各
位
の
こ
協
力
を
信
し

て
、
身
を
挺
し
て
新
し
い
時
代
に
対
案

し
た
町
勢
の
発
展
を
期
す
べ
く
決
音
を

新
に
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
か
ね
て
か

ら
町
政
に
対
す
る
私
の
考
え
方
の
一
端

を
申
述
へ
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
私
は
町
長
就
任
以
来
一
、

公
平
L
を
町
政
の
基
本
理
念
と
し
誰
も

か
立
－
等
に
東
郷
町
に
生
き
る
喜
び
を
感

し
る
こ
と
か
で
き
る
町
づ
く
り
を
目
標

に
行
政
施
策
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
目
標
を
達
成
す

木
　
村

創

る
た
め
に
最
善
の
努
力
を
尽
し
て
い
｝
、
・

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
地
方
の
時
代
と
い
わ
れ
て
い
る
今
日

地
力
自
治
体
に
お
け
る
行
政
需
要
ぽ
益

々
多
様
化
し
て
ま
い
り
ま
す
と
と
も
に

よ
り
高
度
化
し
つ
つ
あ
・
）
ま
す
。
そ
の

半
面
各
自
治
体
の
財
政
は
窮
迫
化
か
す

す
み
、
財
政
再
建
が
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
本
町
も
ま
た
例
外
で
は

な
く
、
窮
迫
し
て
い
る
財
政
事
情
の
な

か
で
、
行
政
需
要
の
取
捨
選
択
と
実
現

は
身
を
捨
て
て
こ
そ
の
決
童
を
必
要
と

し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
要
望
に
雁
え
て
す
へ
て
を

満
足
の
い
く
よ
う
解
決
し
た
い
の
は
由

々
で
す
が
、
財
政
と
の
か
ね
合
い
で
そ

の
実
現
は
容
易
で
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
八
十
年
代
を
展
望
し
て
次
の
五
つ
の

施
策
を
重
点
施
策
と
し
て
す
す
め
ま
す

1
町
の
立
地
に
適
類
し
た
農
林
業
と
商

　
工
業
の
振
興

2
学
校
教
育
、
社
会
教
育
の
推
進

3
社
会
資
本
の
整
備
充
実

4
へ
き
地
振
興
と
地
域
格
差
の
是
正

5
企
業
を
誘
致
し
、
過
疎
な
き
生
き
が

　
い
の
あ
る
町
づ
く
り
の
実
現

　
農
林
業
は
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
り

東
郷
町
が
健
全
な
発
展
を
遂
げ
る
為
に

は
農
林
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
か
基
本

に
な
る
二
と
は
申
す
ま
て
も
あ
り
ま
せ

ん
か
、
そ
の
基
礎
的
条
件
と
な
る
基
盤

整
備
は
他
町
村
に
比
へ
窪
く
，
］
な
か
ら
凱

遅
れ
て
い
る
の
か
実
情
て
す
．
、
農
家
の

自
主
的
な
意
欲
と
相
侯
っ
て
既
に
実
施

に
移
し
て
い
る
農
村
総
合
整
備
モ
テ
ル

事
業
や
、
山
村
振
興
特
別
対
策
事
業
を

抽
に
今
後
更
に
水
田
利
用
再
編
特
別
対

策
事
業
、
新
農
業
構
造
改
善
事
業
、
新

林
業
構
造
改
善
事
業
、
県
営
闘
場
整
傭

事
業
等
を
巾
広
く
導
入
し
て
積
極
的
に

基
盤
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

　
教
育
は
百
年
の
大
計
て
あ
り
最
も
重

要
て
あ
り
ま
す
。
教
育
委
員
会
と
緊
密

な
連
撃
を
図
り
な
か
ら
、
皆
さ
ん
の
教

育
に
対
す
る
熱
意
を
充
分
行
政
に
反
映

し
て
幼
稚
園
や
学
校
施
設
等
の
整
備
を

す
す
め
、
ゆ
と
り
あ
る
教
育
の
環
境
つ

く
、
り
に
努
め
ま
す
。
ま
た
社
会
教
青
に

つ
い
て
は
青
年
や
婦
人
か
町
勢
発
展
の

原
動
力
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
立
っ
て

研
修
施
設
の
整
備
充
実
を
図
り
、
高
令

化
社
会
が
進
行
す
る
八
十
益
代
に
対
雁

し
た
老
人
の
憩
の
場
や
、
授
産
施
設
等

を
整
備
し
て
誰
も
か
希
望
と
盲
欲
を
も

ち
こ
の
町
に
生
ま
れ
た
喜
び
を
か
み
し

め
る
こ
と
の
て
き
る
環
境
の
整
備
を
す

す
め
ま
す
．
，

　
社
会
資
本
の
整
備
充
実
に
つ
い
て
は

農
村
の
生
盾
環
境
か
都
市
化
す
る
の
に

伴
い
、
価
値
観
も
変
化
し
て
道
路
、
水

道
、
公
共
施
設
等
の
社
会
資
本
整
備
に

対
す
る
、
よ
り
高
度
の
行
政
需
要
が
増

え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
国
や
県
と
も
協
議

を
重
ね
積
極
的
に
整
備
充
実
を
促
進
し

ま
す
。

　
鵜
巨
木
、
日
田
尾
、
長
崎
、
願
平
、

河
原
、
つ
つ
ら
う
ろ
、
下
渡
川
等
町
内

て
の
へ
き
地
、
辺
地
は
交
通
の
利
便
か

強
く
、
医
療
や
児
章
生
徒
の
通
学
に
難

渋
す
る
の
み
か
、
こ
の
よ
う
な
集
落
は

元
々
戸
数
か
少
な
か
っ
た
の
に
、
過
疎

化
か
進
ん
で
集
落
の
維
持
す
ら
困
難
を

生
す
る
碧
れ
か
あ
り
ま
す
の
て
、
行
政

的
な
援
助
を
行
い
地
域
の
振
興
を
促
進

し
地
域
格
差
の
是
止
に
努
め
ま
す

　
企
業
誘
致
に
つ
き
ま
し
て
は
就
任
以

来
積
極
的
に
す
す
め
て
き
ま
し
た
か
、

社
会
状
勢
の
変
化
に
伴
い
公
約
し
た
男

子
雇
用
型
企
業
導
入
の
実
現
を
み
て
い

ま
せ
ん
が
相
手
企
業
と
は
絶
え
ず
接
触

し
て
交
渉
を
続
け
て
参
っ
て
い
ま
す
の

で
、
近
い
将
来
実
現
を
め
ぎ
し
て
努
力

致
し
ま
す
。

　
な
お
近
年
、
役
場
の
事
務
は
複
雑
多

岐
と
な
り
そ
の
最
も
ぼ
う
大
な
も
の
と

な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
の
て
電
算
機
の

導
入
等
、
事
務
の
近
代
化
、
合
理
化
を

す
す
め
町
民
へ
の
サ
ー
ヒ
ス
の
向
上
を

図
る
所
存
て
あ
う
ま
す
、
、

　
以
上
の
重
点
施
策
を
基
調
と
し
て
、

厳
し
い
行
政
の
諸
情
勢
を
乗
り
越
え
、

調
和
の
と
れ
た
町
政
の
推
進
に
努
め
、

住
み
よ
く
、
働
き
甲
斐
の
あ
る
、
環
境

つ
く
う
に
遭
進
ず
る
決
意
て
あ
、
ま

す
。　

町
民
の
皆
さ
ま
方
の
変
ら
ぬ
御
支
援

と
、
御
協
力
を
、
心
か
ら
お
願
い
申
し

あ
げ
、
年
の
初
め
に
当
う
、
皆
さ
ま
の

一
層
の
御
多
幸
を
お
祈
り
し
て
任
頭
の

あ
い
き
っ
と
い
た
し
ま
す
。

成
人
お
め
で
と
う

　
今
年
成
人
に
な
ら
れ
る
方
は
、
昭
和

三
十
四
年
四
月
、
一
日
か
ら
昭
和
三
｝
五

年
四
月
一
日
ま
て
の
間
に
牛
れ
た
人
て

す
．
．

［
寺
迫
区
L
田
代
郁
美
、
田
代
和
男
、

甲
斐
節
雄
、
高
瀬
義
昭
、
山
本
勝
仁
、

鶴
田
浩
二
、
溝
口
裕
美
子
、
高
岡
広
志

黒
木
明
子
、
黒
木
千
草
、
田
代
孝
代
、

黒
木
博
、
山
本
政
善
、
安
藤
栄
次
、
里

木
勘
二
、
山
本
ま
つ
子
、
橋
口
久
美

「
福
二
区
」
直
野
イ
ソ
子
、
川
越
三
好

小
林
十
三
夫
、
川
越
孝
代
、
平
野
千
代

二
、
海
野
都
美
枝
、
海
野
幸
二
、
藤
原

浩
、
高
尾
清
宝
、
高
尾
喜
代
子
、
岩
田

和
幸
、
岩
田
洋
子
、
塩
月
正
光
、
岡
田

い
の
代
、
河
野
え
つ
子
、
新
名
祐
子
、

塩
月
有
明
、
川
越
英
子
、
川
越
孝
イ
、

金
丸
き
ゆ
み

「
小
野
田
区
］
畝
原
富
美
、
南
濱
善
和

寺
原
里
恵
子
、
甲
斐
美
咲
代
、
畝
原
ま

り
子
、
畝
原
千
恵
美
、
小
林
浩
美

「
鶴
野
内
区
」
黒
木
郁
代
、
三
原
千
代

美
、
川
越
厚
敏
、
吉
田
和
代
、
鈴
原
絹

子
、
塩
月
昭
仁
、
那
須
品
子
、
鈴
野
厚

了
、
福
田
富
子
、
西
口
仁
美
、
福
谷
瑞

穂
、
寺
原
静
代
、
向
山
梅
男
、
鈴
原
美

智
子
、
向
山
』
子
、
福
谷
浩
、
寺
原
浩

美
〔
追
野
内
区
L
甲
斐
菊
義
、
藤
田
美
恵

子
、
藤
栄
智
里
、
里
、
木
新
吾
、
舛
田
正

生
、
永
田
浩
徳
、
佐
藤
真
由
美
、
果
木

光
江
、
前
田
春
夫
、
佐
藤
敦
子
、
歌
津

美
和
子
、
佐
藤
智
世
入
、
佐
藤
正
志

新
年
の
あ
い
さ
つ

珊
’
萱

　
‘
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昭
和
五
十
五
年
の
新
春
を
迎
へ
謹
し

ん
て
新
年
の
お
よ
ろ
こ
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。
年
頭
に
当
り
、
ま
ず
町
民
の
皆

善
、
・
ん
か
健
康
て
幸
せ
な
年
て
あ
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
祈
り
熱
し
圭
げ
ま
す
。

私
達
を
と
う
ま
く
内
外
の
激
動
す
る
社

会
情
勢
に
対
応
す
る
町
行
政
が
進
め
ら

れ
て
参
り
ま
し
た
か
、
町
民
の
皆
様
に

は
町
政
の
発
展
の
た
め
惜
し
み
な
い
御

頭ぶ感

年
庫

頭
餐

所
教
育
長

　　

@
運
気

　
　
　
　
呈
　
ヤ
ヤ
　
鵬

　
輝
か
し
い
昭
和
五
十
五
年
の
新
春
を

迎
え
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
．

　
昭
和
五
十
四
年
は
「
日
本
の
ふ
る
き

と
宮
崎
国
体
」
の
年
と
し
て
、
本
県
に

と
っ
て
は
特
に
飛
躍
発
展
の
年
で
あ
う

ま
し
た
。
県
民
の
英
智
と
、
協
調
に
よ

っ
て
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
な
い
男

・
女
・
総
合
優
勝
と
い
う
栄
誉
は
、
今

日
ま
て
陸
の
孤
島
と
し
て
教
育
、
文
化

産
業
な
こ
所
有
る
分
野
て
常
に
全
国
的

寺
　
原
　
国
　
義

協
力
を
賜
り
感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。

　
町
制
施
行
以
来
十
年
を
迎
へ
年
と
共

に
発
展
の
一
途
を
た
ど
り
つ
つ
あ
う
ま

す
事
は
誠
に
御
同
慶
に
た
え
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
社
会
の
現
状
に
目
を
む

け
ま
す
と
石
油
ノ
ヨ
ノ
ク
以
来
き
び
し

い
社
会
の
経
済
情
勢
か
続
い
て
居
り
、

国
の
総
需
要
抑
制
策
は
地
方
公
共
団
体

に
も
大
き
く
影
響
し
て
居
ま
す
。
行
財

政
の
運
営
は
、
今
後
益
々
其
の
困
難
性

感
木
　
村
　
映

一

に
低
位
に
あ
っ
た
本
県
が
、
全
国
制
覇

と
い
う
か
け
か
え
の
な
い
大
変
貴
重
な

も
の
を
得
た
こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
い
限

〕
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
貴
重
な
基
調
を

ふ
ま
え
て
本
年
は
更
に
飛
躍
の
年
に
し

た
い
も
の
て
す
．

　
学
校
教
青
に
お
い
て
は
、
愈
々
、
本

年
四
月
か
ら
小
学
校
て
は
新
し
い
教
育

課
程
に
よ
っ
て
学
習
指
導
が
行
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
D
と
り
の
あ
る

し
か
も
充
実
し
た
学
校
生
盾
を
と
お
し

て
知
、
徳
、
体
の
基
礎
と
基
本
を
確
実

に
身
に
つ
け
、
心
身
と
も
二
健
康
な
人

を
深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
又
本
年
ま

国
内
一
に
お
い
て
3
u
工
不
ル
キ
ー
の
需
仏
相

清
勢
か
今
後
益
々
深
刻
化
し
て
省
工
不

ル
キ
ー
対
策
は
一
層
積
極
的
に
進
め
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。
新
し
い
八
つ
年
代

を
迎
え
た
現
在
新
し
い
郷
士
作
り
は
前

途
多
難
て
あ
う
ま
す
。
こ
れ
に
対
応
す

る
た
め
に
は
必
要
な
諸
政
策
を
強
力
に

推
進
し
な
ナ
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
住
み
よ
い
町
つ
く
り
の
た
め
に
は

社
会
福
祉
の
充
実
や
教
育
文
化
の
向
上

産
業
振
興
等
、
も
ろ
も
ろ
の
諸
政
策
に

つ
い
て
町
議
会
は
積
極
的
に
心
見
を
申

し
十
げ
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
東
郷
町

に
庄
ん
で
良
か
っ
た
と
云
う
町
づ
く
り

に
努
力
い
た
し
た
い
と
考
え
て
居
，
，
ま

間
性
豊
か
な
国
民
の
育
成
一
が
期
待
き

れ
る
も
の
と
確
信
い
た
し
て
お
・
，
ま

す
。
特
に
本
年
は
、
東
郷
小
、
福
瀬
小

東
郷
中
の
三
校
か
昨
年
来
共
同
て
研
究

を
進
め
て
お
り
ま
す
道
徳
教
育
の
し
め

く
く
）
の
年
て
あ
）
ま
す
。
無
責
任
、

笹、

ｹ
徳
、
夢
が
な
い
、
根
性
か
な
い
な

ど
今
日
の
子
と
も
に
害
せ
る
社
会
の
目

に
は
厳
し
い
も
の
か
あ
）
ま
す
か
、
反

面
、
大
人
の
社
会
て
も
毎
日
報
道
き
れ

る
交
通
事
故
、
非
行
、
犯
罪
行
為
な
と

社
会
を
と
う
ま
く
環
境
は
青
少
年
に
と

一・

ﾄ
最
悪
の
事
態
と
い
う
外
あ
り
ま
せ

ん
。
本
町
が
、
昭
和
五
十
一
年
以
来
推

め
て
お
－
）
ま
す
「
あ
す
を
築
く
人
つ
く

う
運
動
一
と
併
行
し
て
、
町
民
総
く
る

み
に
よ
う
道
徳
意
識
の
高
揚
を
図
る
人

つ
く
，
〕
運
動
を
更
に
推
進
し
、
家
庭
、

学
校
、
地
域
社
会
か
一
体
と
な
っ
た
明

る
い
社
会
つ
く
う
に
努
力
し
た
h
と
考

す
。
東
郷
町
議
会
は
議
会
の
伸
展
と
剛

民
の
福
祉
増
進
を
め
さ
し
、
堅
実
な
歩

み
を
続
け
て
｝
唖
㌔
ま
し
た
。

　
目
下
当
面
す
る
東
郷
勘
政
に
は
幾
多

の
重
要
集
件
か
山
積
し
て
い
ま
す
か
、

こ
の
解
決
に
は
、
議
決
機
関
の
使
命
か

い
よ
い
よ
重
大
て
あ
っ
終
始
公
正
に
諸

問
題
を
慎
重
に
審
議
し
町
民
各
位
の
こ

期
待
に
添
う
様
に
努
力
い
た
し
ま
す
．
．

皆
さ
ん
方
の
代
表
て
あ
ら
れ
る
議
員
諸

氏
も
新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
元
気
て
町

政
発
展
の
た
め
拝
呈
し
て
お
ら
れ
ま
す

　
と
う
か
町
政
に
対
す
る
皆
・
申
・
・
ん
の
変

ら
楓
御
支
援
御
協
力
を
心
よ
・
り
わ
願
い

申
し
士
ザ
て
新
任
の
御
挨
拶
と
致
し
ま

すえ
て
お
り
ま
す
。

　
高
度
経
瘡
成
長
、
オ
イ
ル
ノ
ヨ
ノ
ク

k
ウ
ノ
ヨ
ノ
ク
、
低
成
艮
時
代
と
激

動
の
時
代
と
い
わ
れ
た
七
〇
年
代
も
終

う
を
つ
げ
ま
し
た
．
愈
々
八
↑
任
代
は

地
万
の
時
代
と
い
わ
れ
る
新
し
い
安
定

成
長
の
な
か
て
、
成
長
よ
’
り
も
福
祉
、

開
発
よ
り
も
生
盾
と
、
町
民
の
価
値
観

も
変
っ
て
参
り
ま
し
た
か
、
私
達
は
日

本
の
中
の
東
郷
町
と
い
う
音
識
を
新
た

に
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
実
態
を
よ

く
見
究
め
足
元
を
見
な
お
し
、
今
ま
で

歩
い
て
｝
、
廟
た
道
を
振
り
返
り
、
ま
た
新

し
い
年
へ
の
教
育
を
創
造
し
な
か
ら
、

生
涯
教
育
の
理
想
の
実
現
を
目
下
・
㌔
し
て

最
善
の
努
力
を
は
ら
っ
て
い
く
所
存
て

あ
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
善
・
・
ん
の
御
理
解
と
御
協
力

を
切
に
お
願
い
申
し
L
⊥
浮
，
ま
し
て
任
頭

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

～
　
「
八
重
原
区
一
山
口
正
、
伊
東
君
代
、

高
山
ま
）
み
、
白
川
晴
雄

「
田
野
区
一
矢
野
ひ
と
み
．
中
野
好
浩

田
原
貞
、
川
原
百
合
子
、
谷
口
哲
也
、

黒
田
千
草
、
磯
貝
京
子

「
羽
坂
区
］
清
水
真
由
羊
、

寺
原
美
智
子
、
橋
口
厚
一
」
旧

小
林
良
郎

「
曝
気
区
」
監
事
治
、
美
田
君
江
、
三

浦
公
幸
、
横
山
宗
太
郎
、
和
田
ま
き
の

三
浦
善
人
、
矢
野
目
代
、
⊥
［
耳
順
了
、

日
吉
美
智
、
日
高
貞
夫
、
矢
野
善
文
、

重
爆
郁
牛
、
水
野
行
子

「
坪
谷
区
」
三
浦
正
子
、
海
野
良
一
、

口
辺
節
子
、
矢
野
旧
人
、
三
浦
聖
治
、

矢
野
千
保
、
熊
崎
厚
子
、
甲
斐
靖
了
、

寺
原
美
鈴
、
寺
原
五
十
鈴
、
海
野
美
由
い

三
日
目
雄
、
那
須
修
一
吉
田
美
恵
子
、

松
本
篤
子
、
永
野
究
、
里
、
木
昭
夫
、
甲

斐
清
久
、
矢
野
定
、
黒
木
英
也
、
岡
村

賢
一
、
矢
野
靖
子
、
山
田
田
鶴
子

「
越
表
区
」
黒
木
加
代
子
、
平
島
一
男

楠
麓
加
、
河
野
賢
一
、
中
元
ノ
キ
子
、

那
須
み
え
子

「
下
渡
川
区
」
日
高
伸
一
、
佐
伯
誠
一

』
開
ミ
肛

勃i疲

編



（4）

日
』

I
J

募

集

町報とうこう

昭
和
五
十
五
年
度

　
　
保
育
所
入
所

　
　
　
　
申
込
み
に
つ
い
て

　
町
で
は
、
次
に
依
り
町
立
へ
き
地
保

育
所
（
鶴
野
内
、
坪
谷
）
並
び
に
五
十

五
年
開
園
き
れ
る
社
会
福
祉
法
人
立
山

陰
保
育
園
の
入
園
申
込
み
も
台
せ
て
受

付
ま
す
の
で
、
要
項
を
検
討
の
う
え
期

日
ま
で
に
申
込
み
し
て
下
き
い
．
．

要
項

「
．
町
立
へ
㌧
、
二
地
保
育
所
（
鶴
詔
野
内
・
坪

　
谷
）

　
定
員
　
三
十
五
名

　
年
令
　
三
才
児
、
四
才
児

　
保
育
料
（
月
額
五
こ
こ
円
）

「
、
社
会
福
祉
法
人
立
山
陰
保
育
園

　
由
疋
員
　

上
ハ
、
・
名

　
年
令
　
六
ヵ
月
以
上

　
保
育
料
　
町
民
税
並
び
に
固
定
資
産

　
　
　
　
税
の
課
税
額
に
依
り
相
違
が

　
　
　
　
あ
り
ま
す

　
保
育
時
間
　
午
前
七
時
半
～
午
後
五

　
　
　
　
　
時
三
十
分
ま
で

　
申
込
期
限
昭
和
五
十
五
年
一
月
二

　
　
　
　
　
十
五
日

　
申
込
用
紙
　
鶴
野
内
保
育
所
、
坪
谷

　
　
　
　
　
保
育
所
、
役
場
住
民
課

　
　
　
　
　
福
祉
係
に
あ
り
ま
す

幼
稚
園
児
の
募
集
に
つ
い
て

東
郷
、
坪
谷
幼
稚
園
の
園
児
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
．
．
希
望
者
は
、
町

教
育
委
員
会
事
務
局
に
申
し
込
ん
で
く

だ
き
い
。

「
．
．
入
園
資
格

　
町
内
の
通
園
可
能
な
地
区
に
居
住
す

　
る
満
4
歳
と
5
歳
の
幼
児
（
昭
和
4
9

　
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
1
年
4
月
1

　
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児
）
た
だ
し

　
坪
谷
幼
祉
園
に
つ
い
て
は
、
5
歳
児

　
の
み
募
集
し
ま
す
．
．
、

　
　
な
お
、
東
郷
幼
稚
園
の
4
歳
児
に

　
つ
い
て
は
、
定
数
の
関
係
で
申
込
者

　
全
員
入
園
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
．
ま

　
す
。

▽
入
園
申
込

　
入
園
申
込
書
が
教
育
委
員
会
事
務
局

　
と
各
幼
稚
園
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す

▽
申
込
締
切
日
　
2
月
2
0
日

▽
入
園
決
定
　
3
月
中
旬
ま
で
に
各
人

　
宛
通
知
し
ま
す
。

健
康
な
時
に
愛
の
献
血
を

　
消
防
始
式
の
日
（
1
月
6
日
）
に
中

央
公
民
館
前
に
愛
の
献
血
車
一
，
い
ず
み

号
」
が
ま
い
り
ま
す
．
．

　
今
ど
ア
一
か
の
病
院
で
、
誰
か
が
治
療

の
た
め
に
、
輸
血
を
受
け
て
い
ま
す
。

そ
の
血
液
は
皆
様
の
善
意
の
献
血
に
よ

る
血
液
で
す
，
健
康
な
ら
ば
誰
に
で
も

出
来
る
助
け
台
い
が
献
血
で
す
。
あ
な

た
の
献
血
は
、
輸
血
を
必
要
と
す
る
人

々
を
救
う
一
、
命
の
灯
－
」
で
す
，

表額準工料本三保

徴収金基準額（月額）
3歳未満児の場合 3歳以上児の場合

0円 0円

00

3，700

4，550

5，450

6，100

5，200

5，850

7，650

9，200

6，950

7．600

9，400

10，950

一
の
と

ワ
て
ウ
Q
、
ノ

一
、
え
る

一

皿
し
こ
す

ゼ
を
と

一
た
円
円

削
国

画
怯
迄

…
育
が
は

保
額
き

　
5
0

　
挿

…
1
4

19，550

保育単価（ただし、その
額力；17，800F］をこえると

きは17，800円とする）

24，450

34，200

保育単価（ただし、その
額が22，700円をこえると

きは22，700円とする）

保育単価（たゼし、その
額ヵ‘28，000円をこえると

きは28，000円とする）

保育単価（ただし、その
額が38，800円をこえると

きは38，800円とする）

保育単価（ただし、その
額がε2，500円をこえると

きは52，500円とする）

保育単価（ただし、その
額が42，650円をこえると

きは42，650円とする）

各月初日の在籍措置児童の属する世帯の階層区分

一階層

謨ｪ
定 義

A 生活保護法による被保護世帯（単給世帯を含む）

B A階層を除き前年度分の市町村民税非課税世帯　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　一

C
1 A階層及びD階層を除

ｫ前年陰口の市町村民

均等割の額のみ
i所得割の額σ）ない世帯）

C2一 税の課税世帯であって
ｻの市町村民税の額の

所得割の額が　5，000未満

C
3

区分が次の区分に該当
ｷる世帯

　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

鞄ｾ割の額が　5，000円以上

D
j

3，000円未満　　　　　　一　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　－

R，000円以上　15，000円未満　　一

．P5．

4
D
　
一

30，000円以上　60，000円未満

A階層及びB階層を除

60，000円以上　90，000円未満

D6

き前年分の所得税課税

｢帯であってその所得

ﾅの額の区分が次の区

　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　一

X0，00コ円以上120，000円未満

　D7一　　一

分に該当する世帯
　　　　　　　．　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　．

P20，000円以上150，0CO円未満

D8

　　　　一

P50，000円以上180，000円未満

Dg 180，000円以上210，000円未満

細
鱗薯難晃…

　
難
蓑
…
…
業

町報とうこう（5

妾
出
宅
用
地
の
税
の
軽
減
特
例
に

　
宅
地
に
税
金
を
か
け
る
方
法
と
し
て

丁
二
、
住
宅
用
地
．
一
～
住
宅
（
居
宅
兼
店

　
舗
な
ど
の
併
用
住
宅
を
含
む
）
の
建

　
っ
て
い
る
宅
地

ρ
”
㍗
二
、
非
住
宅
用
．
一
～
住
宅
の
建
っ
て
い

　
な
い
宅
地
や
工
場
、
店
舗
、
倉
庫
な

　
ど
の
敷
地

と
に
大
き
く
分
け
て
課
税
き
れ
ま
す
。

　
ぼ
の
「
住
宅
用
地
」
に
つ
い
て
は
、

町
長
が
評
価
し
た
評
価
額
の
う
ち
、
そ

の
土
地
の
面
積
の

　
ニ
へ
⊃
㎡
ま
で
は
　
、
の
額

　
二
◎
C
寵
以
上
は
　
施
の
額

を
課
税
標
準
額
と
し
て
課
税
き
れ
ま
す

　
著
の
｝
．
非
住
宅
用
地
」
に
つ
い
て
は

評
価
額
が
そ
の
ま
ま
課
税
標
準
額
と
し

て
課
税
き
れ
ま
す
。

つ
い
て
口

48

N
8
月
に
全
世
帯
に
対
し
て
、
チ
ラ

シ
等
で
お
知
ら
せ
を
し
、
申
告
手
続
き

を
済
ま
せ
て
い
ま
す
が
、
未
だ
に
申
告

き
れ
な
い
ま
ま
で
、
　
「
非
住
宅
用
地
「

と
し
て
課
税
き
れ
て
い
る
宅
地
が
あ
る

よ
う
で
す
。

T
㌔
も
う
一
度
適
用
き
れ
て
い
る
か
ど

　
う
か
確
め
て
下
き
い
。

曾
　
あ
な
た
自
身
が
住
ん
で
い
る
土
地

　
以
外
に
も
住
宅
用
地
を
持
ち
他
に
貸

　
付
し
て
い
る
人
は
、
そ
の
土
地
の
所

　
有
者
が
申
告
し
て
下
き
い
。

曾
　
既
に
売
買
し
て
い
る
が
移
転
登
記

　
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、
登
記
簿
上

　
の
所
有
者
（
も
と
の
所
有
者
）
が
申

　
告
し
て
下
き
い
。

τ
一
登
記
上
上
の
地
目
が
、
田
、
畑
、

　
山
林
、
原
野
の
場
合
で
も
住
宅
用
地

　
に
な
っ
て
い
れ
ば
申
告
し
て
下
き
い

。
。
）
住
宅
用
地
か
ら
非
住
宅
用
地
に
変

　
更
し
た
と
き
も
申
告
し
て
下
き
い
。

※
申
告
の
期
．
日
は
5
5
年
1
月
3
1
日
ま
で

　
で
す
が
、
早
め
に
し
て
下
き
い
。

》
…
爪
不
明
も
低
占
…
は
役
場
税
務
課
ま
で
お
問

　
い
合
せ
下
さ
い
。

※
申
告
用
紙
は
役
場
税
務
課
に
備
え
て

　
あ
り
ま
す
。

例えば東郷町大字山陰又江野1番地面積350㎡、

評価額700，000円の宅地に課税する場合、次のよ

うに差があります。

1

T

ε．

住宅用地の場合

％の額…，…円・lll一盤・種一1・・・…円

輔加・・円・lll霧・レ2－15・・…円

課税標準額（T÷曾）×税　率一税　金
（1・・・…円・15・，…円）・く三一1・麺円

1住宅用地はム750Flの軽減となります。

貯
蓄
と
税
金

　
こ
の
よ
う
に
「
．
住
宅
用
地
」
に
は
、

、
1
、
蔓
課
税
の
軽
減
す
る
特
例
措
置
が

あ
り
、
こ
れ
は
あ
な
た
が
住
ん
で
い
る

だ
け
で
は
な
・
＼
貸
家
、
賃
貸
し
て
い

る
宅
地
に
も
適
用
き
れ
ま
す
．
、

申
告
の
手
続
に
つ
い
て

右
の
住
宅
用
地
の
特
例
適
用
の
た
め

算例》《計

皿　非住宅用地の場合

　課税標準額X税率＝税金
・・α…円・161一重亜

　
銀
行
な
ど
に
預
金
を
し
た
と
き
の
利

子
な
ど
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
所

得
税
が
か
か
り
ま
す
。
し
か
し
く
貯
蓄

の
奨
励
、
勤
労
者
の
財
産
形
成
の
促
進

な
ど
の
観
点
か
ら
、
一
定
の
手
続
を
と

る
こ
と
に
よ
一
・
て
所
得
税
が
か
か
ら
な

い
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
．
－
そ
れ

が
非
課
税
貯
蓄
制
度
で
す
。
非
課
税
貯

蓄
制
度
の
種
類
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
〔
、
）
郵
便
貯
金

　
　
　
　
　
　
元
本
三
百
万
円
ま
で

　
こ
住
宅
積
立
郵
便
貯
金

　
　
　
　
　
　
元
本
五
十
万
円
ま
で

　
〔
4
マ
ル
優
7
損
全
皿
．

　
　
　
　
　
　
元
本
三
百
万
円
ま
で

　
〔
）
特
別
マ
ル
優
国
借
〔

　
　
　
　
　
　
元
本
三
百
万
円
ま
で

　
こ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
財
形
貯
蓄

　
　
　
　
　
　
元
本
五
百
万
円
ま
で

　
こ
の
よ
う
に
非
課
税
貯
蓄
制
度
を
最

大
限
に
利
用
し
ま
す
と
、
元
本
の
合
計

千
四
百
五
十
万
円
ま
で
は
、
利
子
に
税

金
が
か
か
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

お
酒
や
品
物
に
か
か
る
税
金

　
税
金
と
い
う
と
、
所
得
税
や
法
人
税

な
ど
が
す
ぐ
頭
に
浮
び
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
な
直
接
税
の
ほ
か
に
、
酒
や
宝
石

自
動
車
、
テ
レ
ビ
、
ク
ー
ラ
ー
そ
の
他

の
品
物
に
か
か
る
間
接
税
も
私
た
ち
の

日
常
生
活
に
深
い
か
か
わ
り
を
も
っ
て

い
ま
す
。

　
間
接
税
は
、
品
物
の
価
格
の
中
に
そ

の
税
額
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
最

終
的
に
は
品
物
を
買
っ
た
消
費
者
が
負

担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ど
の
よ
う
な
品
物
に
ど
れ
く
ら
い
の

税
金
が
か
か
っ
て
い
る
か
、
ご
存
じ
な

い
方
も
案
外
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で

す
。
聞
接
税
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、

最
寄
り
の
税
務
署
か
税
務
相
談
室
に
お

尋
ね
く
だ
き
い
。

青
色
申
告
の
お
勧
め

　
最
近
、
所
得
税
の
青
色
申
告
制
度
を

利
用
す
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
れ

と
い
う
の
も
青
色
申
告
を
す
る
と
、
青

色
申
告
控
除
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な

特
典
が
あ
り
、
税
金
の
面
で
有
利
に
な

る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
帳
薄
を
付

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
営
の
内
容
や

資
金
の
状
況
な
ど
が
よ
く
分
か
り
、
経

営
の
合
理
化
に
も
役
立
つ
こ
と
が
「
般

に
知
ら
れ
て
き
た
た
め
で
す
。

　
ま
だ
青
色
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
人

は
、
節
税
の
た
め
、
ま
た
、
経
営
合
理

化
の
た
め
に
こ
の
制
度
を
利
用
き
れ
る

よ
う
お
勤
め
し
ま
す
。

1婁

竦¥告のおい’・

趣～㌻一r＼

　　　　o舶　　／



（6）

急報とうこう

農
業
用
耕
う
ん
機
等
に
使
用
す
る

軽
油
の
免
税
手
続
に
つ
い
て

　
軽
油
取
引
税
の
課
税
免
除
に
つ
い
て

は
、
地
方
税
法
及
び
同
法
施
行
令
の
規

定
に
基
｝
、
農
行
者
等
に
対
す
る
特
例
と

し
て
、
広
く
免
税
の
措
置
か
と
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
農
業
の
生
産
を
高
め
る
手
段
と
し
て

農
業
用
機
械
の
普
及
か
多
く
、
ほ
と
ん

と
の
農
家
に
導
入
き
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
農
用
機
械
の
燃
料
消
費
量
も
相

当
数
に
の
ぼ
っ
て
お
る
と
思
わ
れ
ま
す

の
て
免
税
手
続
き
を
し
て
下
山
・
・
い
。

　
農
業
を
営
む
者
て
免
税
対
象
と
な
る

機
械
及
び
適
用
範
囲
は
（
き
の
と
お
り

て
す
。

▽
対
象
範
囲

　
動
力
耕
う
ん
機
、
そ
の
他
の
耕
う
ん

　
整
地
用
機
械
、
栽
培
管
理
用
機
械
、

　
収
穫
調
整
用
機
械
、
植
物
繊
維
用
機

　
械
、
畜
産
用
機
械
。

　
　
使
用
す
る
機
械
は
自
己
所
有
の
も

　
の
借
入
れ
た
も
の
、
い
つ
れ
も
対
象

　
と
な
り
ま
す
が
、
請
負
的
性
格
（
賃

｝
お
祝
い
電
報
は
お
早
目
に

｝
お
祝
い
電
報
は
、
配
達
日
の
一
。
日
前

〃
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
．
配
達
日
の

　

一
3
日
前
ま
て
に
お
打
ち
に
な
る
と
、
料

金
か
一
五
⊃
円
や
す
く
な
う
ま
す
．
結

層

層
婚
ノ
ー
ス
ノ
の
大
安
、
友
引
の
日
な
ど

　
耕
）
の
も
の
、
対
象
機
械
て
の
道
路

　
」
し
て
の
自
走
運
搬
等
に
要
す
る
鱗
油

　
免
税
証
の
交
付
を
受
ナ
る
前
に
引
取

　
つ
た
軽
油
は
免
税
対
象
と
は
な
う
ま

　
せ
ん
。

▽
免
税
額

　
　
一
り
ソ
ト
ル
に
つ
㍉
、
1
2
4
円
3
0
銭

▽
提
出
書
類

（3）　（2）　（1（5）（4）（6）

▽
申
請
先

　
そ
の
他
不
明
な
点
は
日
向
県
税
事
務

免
税
軽
油
使
用
者
証
交
付
申
請
書

免
税
玉
山
父
付
申
オ
三
陸
［

年
間
作
付
刮
画
及
ひ
軽
油
使
用
見

込
数
量
の
計
算
書

町
長
の
発
行
す
る
耕
作
証
明
書

使
用
す
る
機
械
の
名
称
、
型
式
、

等
を
申
請
書
に
記
載
す
る
必
要
か

あ
，
）
ま
す
。

印
か
ん

　
　
　
日
向
県
税
事
務
所

所
（
電
話
　
二
・

問
合
せ
下
》
・
・
い

二
八
一
四
）
ま
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

「
一
一
五
番
」
の
電
語
は
大
へ
ん
二
み
8

ま
す
の
で
、
割
引
の
あ
る
3
日
前
ま
て
一

に
お
打
ち
く
だ
き
い
。
そ
の
際
、
配
達
勘

日
と
、
午
前
ま
た
は
午
後
と
こ
指
定
く
一

だ
き
い
。
な
お
、
成
人
式
、
誕
生
日
の
勘

祝
電
も
同
様
こ
利
用
し
て
く
た
き
い
。
…

　　

@　

@
　
（
・
向
電
讐
話
享
禄

製
造
業
の
み
な
さ
ん

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　
製
造
業
を
営
な
み
♪
こ
ご
ん
、
今
任
・
」

恒
例
の
一
丁
磯
統
計
調
杏
一
か
！
臼
わ
れ

ま
す
，

　
十
二
月
三
十
一
日
現
在
て
の
調
杳
の

た
み
、
年
始
の
わ
召
し
い
中
を
調
査
・
貝

か
わ
伺
い
し
ま
す
か
、
ご
協
力
ト
々
、
」
る

し
長
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
に
よ
っ
て
、
わ
か
国
の
製

造
業
の
実
態
や
製
造
盾
動
の
現
状
か
明

ら
か
に
な
る
ほ
か
、
調
査
の
チ
ー
タ
は

製
造
業
の
み
な
並
・
・
ん
か
各
種
製
品
の
生

産
。
販
売
フ
ラ
ノ
を
わ
し
）
て
に
な
る
場

合
吻
参
考
に
な
る
の
を
は
し
ヵ
、
わ
た

し
た
ち
国
民
牛
盾
の
向
上
に
広
く
盾
用

斗
・
㌔
牡
ま
す
．

　
み
な
き
ん
に
こ
記
入
い
た
ぜ
い
た
調

査
票
は
、
統
計
以
外
の
目
的
に
使
わ
れ

る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
て
、

安
心
し
て
あ
う
の
ま
ま
を
わ
書
｝
、
、
F
二
、
㌔

い
。　

調
査
は
、
玖
の
三
種
類
に
分
か
れ
て

い
ま
す
．
，

【、

b
調
査
一
従
業
員
三
十
人
以
上
の
事

業
所
の
調
査
（
1
7
項
目
）

〔
乙
調
査
一
従
業
員
二
↓
九
人
以
ド
の

事
業
所
の
調
査
（
1
3
項
目
）

〔
丙
調
査
〕
製
造
業
の
本
店
・
本
社
を

調
査
す
る
も
の
で
、
1
二
つ
以
上
の
製

造
工
場
を
経
営
す
る
企
業
の
本
店
・
本

社
。
σ
㌔
製
造
工
場
と
別
の
場
所
に
あ
る

企
業
の
本
店
・
本
社
を
対
象
に
行
わ
れ

ま
す
（
1
2
項
目
）

ミ
　
ち
　
ゆ
も
で
　
　
ち
ゼ
　
ゴ
リ
　
　
ざ
ヘ
　
　
コ
　
ミ
　
く
　
　
コ
く
で
　
ゅ
　
げ
ノ
の
　
　
ノ
り
　
　
ロ
う
も
　
　
ロ
　
し
く
　
ら
ぐ
ピ
　
の
ロ
ノ
コ
　
　
の
う
ヘ
ニ

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

唱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

酬
牧
水
先
生
の
生
涯
㈲
　
　
憩
．
。
レ
。
の
は
。
、
つ
τ
き
勘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
リ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

W
明
治
四
三
年
頁
第
・
歌
集
一
　
・
監
の
ぞ
・
っ
晴
れ
ぬ
れ
・
・
粛
皿

強
織
磐
を
咄
雛
獣
瓢
「
鯛
鯉
無
骨
上
下
…

の
「
別
離
一
を
出
版
し
ま
し
た
。
こ
の
　
　
石
垣
石
に
歌
碑
と
し
て
刻
ま
れ
て
い
4

『
集
て
牧
水
先
生
三
駿
壇
の
花
　
圭
弘
友
杢
送
・
た
手
紙
2
篤

…響

･
気
∵
縷
禦
舜
総

ゾ
全
っ
て
呂
し
い
日
々
て
し
た
。
　
　
　
　
謡
う
》
、
、
識
、
山
の
あ
な
た
に
な
犠
ま
遅
、

湿
九
月
に
は
小
枝
子
き
ん
と
の
恋
愛
　
－
、
き
い
わ
い
窪
と
人
の
い
ふ
乙

〃
も
う
ま
く
行
か
す
失
意
を
抱
い
♂
・
漂
　
矢
張
義
等
は
璽
に
入
．
。
圭
、
甜

W
糊
瀦
籠
諺
繕
腸
赫
野
縁
φ
。
ね
、
。
怒
．
肌

V
梨
に
訪
ず
れ
て
共
に
牛
盾
を
語
う
芸
　
　
　
時
セ
昂
奮
し
て
酉
精
分
の
要
求
を
酬

（
術
を
重
・
ま
た
毎
日
の
よ
う
に
白
畠
　
痛
芒
’
、
著
る
。
甲
圏
居
る
時
、
（

欝
禦
戦
裟
∵
編
輯
一
蕪
骨
鑑

み
て
別
れ
を
つ
げ
、
小
諸
の
友
人
岩
崎
　
　
　
幾
度
か
こ
っ
そ
う
と
や
っ
て
口
を
拭
（

解
郎
氏
を
訪
い
ま
し
た
・
岩
崎
氏
か
　
う
げ
、
い
る
。
或
・
。
時
は
転
ユ
、
帰
・
ず

議
急
襲
面
影
矯
　
藩
一
郭
読
警
讃
鰐
患

懸
灘
　
∴
緩
“
継
一
…

い
か
月
、
そ
の
間
に
多
く
の
秀
歌
を
作
　
　
　
　
　
　
　
ハ

…難

Z
繋
　
　
…

・
・
、
’
。
　
．
’
ノ
・
　
；
）
　
　
・
、
、
　
．
．
、
9
。
　
．
9
」
～
。
　
ノ
，
．
．
う
、
　
．
・
、
　
も
．
　
▼
7
し
’
．
　
ノ
2
．
。
）
、
　
　
．
、
曹

黒海とうこう
（7）

宮
崎
県
健
康
優
良
校
に

i
東
郷
中
学
校
I
－

　
東
郷
中
学
校
は
、
昭
和
5
4
年
度
の
県
内
中
学
校
の

中
で
健
康
優
良
学
校
に
選
出
善
・
㌔
れ
ま
し
た
。
健
康
優

良
学
校
の
条
件
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
う
ま
す
か
、
学
校

の
環
境
衛
生
、
生
徒
の
保
健
管
理
、
保
健
指
導
、
虫

歯
の
治
療
や
予
防
状
況
、
そ
の
他
学
校
全
対
の
整
備

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
昭
和
5
4
年
度
の
健
康
優
良
学
校
は
次
の
三
枚
で
す

▽
大
規
模
校
　
憶
中
学
校
（
宮
崎
）

▽
中
規
模
校
　
東
郷
中
学
校

▽
小
規
模
校
　
月
水
中
学
校
（
高
崎
）

黒
木
勝
弘
君
特
選
に
入
選

ポ
ス
タ
ー
・
イ
ラ
ス
ト
コ
ン
ク
ー
ル

　
電
々
公
社
主
催
に
よ
る
「
私
か
描
く
未
来
の
電

話
一
ポ
ス
タ
ー
・
イ
ラ
ス
ト
コ
ノ
ク
ー
ル
に
東
郷
中

学
枚
三
年
の
黒
木
勝
蛋
君
（
鶴
野
内
）
か
応
募
し
て

い
ま
し
た
か
、
め
で
た
く
［
特
選
」
に
入
選
し
ま
し

た
．　

里
木
君
の
作
品
は
「
本
の
中
に
電
話
を
コ
ノ
バ
ク

ト
に
佳
込
ん
だ
と
い
う
ア
イ
テ
ア
が
面
白
く
、
絵
と

し
て
も
非
常
に
よ
く
ス
ケ
ソ
チ
き
れ
て
い
る
。
実
に

絵
か
う
ま
い
て
す
ね
」
と
い
う
「
評
一
が
つ
い
て
い

ま
す
。

東
郷
中
学
校
「
学
校
便
り
」

よ
り

きつちも

　鶴野内保育園で、園児二よる餅

つきか12月9日に行われました。

　これは『餅つき一を知らない園

児たちこ昔しなからの餅つき風影

を見せようと昨托より始められた

ものて丁。

　当日は、材料はすへて父兄の提

供により、餅米16匂をつきあげ、

赤・白の餅を園児の手でつくりま

した。餅つきのあとては、つきた

てのお餅のは入った一ぜんさい＿

か用音され、親と子のふれあいの

ある楽しいひと時でした。

　
　
　
　
　
Z
琴
三

鯉年
始
の
防
犯

　
任
始
に
な
る
と
い
ろ
ん
な
事
件
か
起

う
か
ち
て
す
。
み
ん
な
て
注
音
し
合
っ

て
防
犯
こ
つ
と
み
ま
し
ょ
う
。

　
泥
捧
防
止
に
は
、
昼
間
の
月
締
、
夜

間
の
百
締
の
二
つ
の
考
え
方
か
あ
ヘ
ノ
ま

す
。
泥
捧
に
は
違
い
な
い
の
て
す
か
昼

間
は
戸
締
の
な
い
よ
う
な
所
か
ら
一
寸

込
り
す
く
て
る
と
い
う
い
わ
っ
る
空
巣

の
手
口
て
す
冒
問
「
寸
出
る
時
て
も
必

ず
鍵
を
し
て
付
近
の
人
二
談
ん
で
お
㌧
、
・

ま
し
ょ
う
。

　
又
夜
間
侵
入
の
泥
捧
は
大
き
な
什
争

を
す
る
の
か
多
い
よ
う
で
す
。
近
ご
ろ

の
彪
捧
は
取
る
も
の
か
な
い
と
命
ま
て

取
る
の
も
い
ま
す
。
　
／
4
締
は
二
重
に
ゴ
．

重
に
し
っ
か
り
す
る
と
い
う
方
法
を
と

っ
て
下
並
・
・
い
。
ま
た
冷
融
機
関
の
事
件

も
ふ
え
て
｝
、
、
ま
す
。
不
審
者
を
見
セ
ら

遠
慮
は
い
り
ま
せ
ん
す
（
連
絡
を
と
つ

’
、
下
き
い
。

　
み
ん
な
で
防
犯
明
る
い
郷
土

年
始
の
交
通
事
故
防
止

　
焦
の
始
め
は
、
な
こ
か
と
犀
し
い
も

の
て
す
。
そ
れ
に
新
年
会
、
同
窓
会
と

名
目
を
吐
て
の
飲
み
方
も
多
く
な
る
の

で
毎
焦
重
大
事
故
の
発
生
を
見
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
防
止
の
た
ヵ
次
の
こ
と
を

守
っ
て
事
故
の
な
い
明
る
い
仕
月
を
過

し
ま
し
よ
う
。

ω
　
過
弱
、
過
積
載
連
転
ば
し
な
い

ω
　
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
，
＋

　
↓
月
申
は
東
郷
町
て
三
件
の
飲
酒
事

　
故
か
発
生
し
中
に
は
免
許
の
取
消
し

　
に
な
｛
・
た
人
も
居
，
）
ま
す
。

ゆ
　
安
全
連
転
を
し
よ
う
。
　
ノ
…
ト
ヘ

　
ル
ト
バ
イ
ケ
の
ヘ
ル
メ
ノ
ト
な
ご
は

　
必
ず
守
）
歩
行
者
を
十
分
保
護
し
’
、

　
下
山
、
㌔
い
。

ω
　
歩
行
者
は
止
し
h
歩
｝
、
・
方
を
し
一
玉

　
う
車
ば
か
り
の
責
任
と
ば
h
え
な
い

　
事
故
も
多
い
よ
う
て
す
必
》
、
、
め
ら
れ

　
た
し
玉
う
二
横
断
す
る
と
》
、
自
転
車
二

　
乗
る
時
の
規
則
を
守
エ
、
下
ル
・
、
い

　
特
に
老
人
、
子
供
の
事
故
か
多
い
の

　
で
み
ん
な
て
注
ゴ
冒
し
て
下
ふ
・
、
い

※
　
昨
年
は
東
郷
町
内
て
の
死
亡
事
故

　
は
客
て
し
た
。

暴
力
と
覚
せ
い
剤
を

　
　
　
　
　
し
め
出
そ
う

　
新
聞
、
テ
レ
ヒ
て
日
見
・
つ
れ
る
と
お
’
，

暴
力
行
為
、
麻
薬
、
覚
せ
い
剤
な
と
は

後
を
た
ち
ま
せ
ん
。

　
覚
せ
い
剤
は
今
や
特
殊
な
人
セ
け
て

な
く
一
般
の
家
庭
に
ま
て
競
う
込
ん
で

い
ま
す
　
一
唆
こ
れ
に
と
・
り
っ
か
れ
る

と
な
か
な
か
や
め
・
つ
れ
な
く
な
る
の
て

す
　
一
度
や
二
度
と
い
う
浅
い
考
え
か

と
う
返
し
の
つ
か
な
い
廃
入
同
様
の
も

の
に
な
る
か
死
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

て
す
。

　
遠
い
所
の
議
を
し
て
い
る
よ
う
に
考

え
ら
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
か
現
に
東

郷
町
内
に
も
こ
の
覚
せ
い
剤
は
入
っ
て

来
て
い
る
の
で
す
。
み
ん
な
力
を
合
せ

暴
力
や
覚
せ
い
剤
王
事
倒
を
な
く
す
る

よ
う
努
力
し
ま
し
ヌ
う
。

見
た
ら
聞
い
た
ろ
一
冥
、
香
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新
春
文
化
講
演
会

　
一
九
八
〔
、
）
年
代
の
幕
あ
け
を
記
念
し

て
、
つ
ぎ
の
と
お
り
「
新
春
講
演
会
」

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
へ
）
聴
講
き
れ

る
よ
う
案
内
し
ま
す
。

▽
日
時
　
1
月
1
6
日
（
水
）
1
3
時

［」

A
場
所
　
中
央
公
民
館

［「

E
演
題
　
藤
原
弘
達
の
日
本
診
断

▽
講
師
　
藤
原
弘
達
先
生

青
年
駅
伝
郡
大
会

　
青
年
駅
伝
の
郡
大
会
が
、
一
月
二
十

日
（
日
）
に
行
れ
ま
す
が
、
今
年
は
、

北
郷
村
～
西
郷
村
～
東
郷
町
（
上
仲
野

原
折
り
返
し
）
～
西
郷
村
の
コ
ー
ス
で

熱
戦
が
転
回
さ
れ
ま
す
。
選
手
に
力
強

い
激
励
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
海
員
学
校
生
募
集

　
国
立
門
司
海
員
学
校
で
は
、
昭
和
五

十
五
年
度
の
生
徒
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

▽
募
集
人
員

　
高
等
科
（
修
業
年
限
二
年
）
約
7
0
名

　
司
ち
ゆ
う
科
（
同
一
年
）
約
6
0
名

▽
受
験
資
格

　
年
令
　
昭
和
5
5
年
4
月
1
日
現
在
で

　
　
　
1
5
才
以
上
1
9
才
未
満
の
者

　
学
歴
　
中
学
校
卒
業
以
上
（
来
春
卒

　
　
　
業
予
定
者
も
含
む
）
の
者

▽
入
試
期
日

　
昭
和
5
5
年
2
月
1
7
日
（
日
）
8
時
3
0
分

　
午
前
　
筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
、

　
　
　
　
英
語
）

　
午
後
　
身
体
検
査
及
面
接

▽
願
書
受
付
期
間

　
昭
和
5
5
年
1
月
7
日
～
2
月
9
日

▽
そ
の
他

　
詳
細
は
門
司
海
員
学
校
教
務
課
に
問

　
い
合
せ
て
下
さ
い
。

㊦
0
1
　
北
九
州
市
門
司
区
白
野
江
町

　
　
　

　
電
話
『
九
三
　
三
四
一
　
八
＝
一
二

　
5
5
年
度
訓
練
生
募
集

　
宮
崎
総
合
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、

昭
和
5
4
年
度
の
訓
練
生
を
つ
ぎ
の
と
お

り
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
募
集
人
員

　
機
械
科
4
5
名
、
電
気
科
2
0
名
、
室
内

　
工
芸
科
2
0
名
。

▽
訓
練
期
間
　
2
年

▽
応
募
資
格

　
義
務
教
育
修
了
（
見
込
）
者

▽
募
集
艶
聞
　
昭
和
5
4
年
1
2
月
1
日
～

　
昭
和
5
5
年
1
月
1
6
日
ま
で

▽
そ
の
他

　
詳
細
は
宮
崎
総
合
高
等
職
業
訓
練
校

　
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

　
ロO

τ
8
　
宮
崎
市
大
字
恒
久
四
二
四
一

　
　

電
話
　
⊃
九
八
五
　
五
一
　
一
五
一
一

　
今
月
の
税
金

国
民
健
康
保
険
税
　
6
　
岬

町
　
県
　
民
　
税
　
4
　
期

　
　
　
　
納
　
期
　
1
月
3
1
日

遅
技
能
士
通
信
制
訓
練
講
慶
の
受
講
生

も
合
せ
て
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

一
－
一
級
技
能
士
通
信
制
訓
練

▽
訓
練
科
目

　
機
械
加
工
、
佳
上
げ
、
板
金
、
配
管

▽
明
旦
　
一
力
年
（
毎
月
開
講
）

▼
受
講
料
　
八
、
「
＼
．
．
円
（
年
額
）

▽
特
典

　
一
級
技
能
検
定
科
試
験
免
除

〔
2
＞
二
級
技
能
士
通
信
制
訓
練

▽
訓
練
科
目

　
配
管
、
製
罐
、
建
築
、
建
築
塗
．
装
、

　
板
金
、
左
官
、
家
具
木
工
、
機
械
、

　
な
ど
2
9
訓
練
科

▽
期
間
　
一
力
年
（
毎
月
開
講
）

▽
受
講
料
　
　
六
、
・
、
．
・
．
・
円
（
年
額
）

▽
特
典

　
一
」
級
技
能
検
定
学
科
試
験
免
際

「
ノ
そ
の
他
　
く
わ
し
く
は
宮
崎
総
合
高

　
等
職
業
訓
練
校
ま
で
お
問
い
合
せ
下

　
キ
・
㌔
い
。

　
県
民
手
帳
の
あ
っ
せ
ん

　
昭
和
五
十
五
年
度
版
の
県
民
手
帳
を

あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
。

　
価
格
は
一
冊
二
百
七
十
円
で
、
規
格

は
、
A
型
　
七
・
四
重
∵
、
一
一
・
四
㎝

色
は
オ
リ
ー
ブ
と
赤
。
B
型
八
・
四

伽
×
一
二
。
九
α
、
色
は
黒
の
み
で
す

が
、
い
ず
れ
も
限
定
印
刷
で
す
か
ら
早

目
に
申
込
ん
で
粗
き
い
。

　
各
組
急
霰
、
職
場
の
代
表
者
な
ど
を

通
一
し
’
」
、
　
役
但
勿
企
画
噌
財
政
課
4
」
受
付
博
」

て
い
ま
す
。

　
善
意
の
と
も
し
び

　
忌
明
寄
付
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
．
．

▽
坪
谷
の
那
須
和
史
さ
ん
か
ら

　
　
（
知
き
ん
、
5
4
歳
ご
死
去
）

▽
迫
野
内
の
佐
藤
幸
男
さ
ん
か
ら

　
　
（
文
子
き
ん
、
1
7
歳
ご
死
去
）

▽
寺
迫
の
新
名
辰
良
き
ん
か
ら

　
　
（
ハ
ル
ノ
斗
鳥
㌃
几
、
勿
歳
ご
死
上
ム
）

▽
小
野
田
の
高
山
ミ
サ
ヲ
き
ん
か
ら

　
　
（
良
吉
き
ん
、
7
8
歳
ご
死
去
）

▽
日
向
の
甲
斐
軍
時
き
ん
か
ら

　
　
（
っ
ネ
ノ
ふ
．
・
ん
、
5
9
歳
ご
死
去
）

、
、
越
表
の
河
野
政
和
｝
．
㌔
ん
か
ら

　
　
（
安
太
郎
き
ん
、
9
0
歳
ご
死
去
）

　
心
配
ご
と
相
談
日

　
　
　
毎
月
第
三
火
曜
日
で
す
。

　
　
　
　
東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

「、

@
　
　
）
　
　
）
　
　
，
Σ
）
・
｝

＿・ ﾜちのうごき～一一

人口6，640人　（一16

男　3，259人　（一7

女　3，381人（一9

世帯数1，743戸（一2

　　54年12月1日現在

　　（　　）は対前月比

　　　　’　　　φ　　．細一

↑
《
“
ミ
《
｝
《
へ
～
《
蛋
＆
重
三
t
そ
N
．
腎

臓
欝
綴
魏

　
　
　
　
　
1
0
月
届
出
分

出
生
お
め
で
と
う

　
赤
ち
ゃ
ん
の
名

三春渡高
原木澄尾

貞
　
治

裕
　
子

賢
一
郎

麻
衣
子

結
婚
お
め
で
と
う

岩佐　寺甲

満藤　田斐

木立

　　氏

村井

交
の
名
住
所

監重　清
　　太
美行　宝
羽迫仲福
　野
塚内深一瀬

都幸

志

子栄

美憲　逸鈴

登
　　　　　名
子一　子夫

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

新中那佐松
名　野　須　藤　木　氏1

名ミ
ホ
子

文
　
子

　
　
智

ユ
　
キ

ハ
ル
ノ

住
所

．
坪
　
谷

小
野
田

羽
　
坂

羽
　
坂

迫
野
内

日
向
」

［
陣
齢
．
．

30　　73　　53　　17　　35

寺鶴坪迫八 住
所

八
重
原

迫
野
内

坪
　
貧

鶴
野
内

　
　
坦
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